
令和元年度 未来につながる持続可能な農業推進コンクール表彰者一覧（九州農政局関係）

１ 農林水産大臣賞

市町村名 応募者氏名 タイトル 部門

（団体名）

宮崎県宮崎市 宮崎大学農学部 ＧＡＰ教育のノウハウを活かし ＧＡＰ

た指導者育成の取り組み

２ 生産局長賞

市町村名 応募者氏名 タイトル 部門

（団体名）

長崎県北松浦郡 有限会社北村製茶 国内および海外にファンをもつ 有機農業・環境

佐々町 北村の有機栽培茶 保全型農業

熊本県上益城郡 鳥越靖基 仲間で奏でる有機農業と町の魅 有機農業・環境

山都町 力 ～ 移住者が有機農業の町を 保全型農業

牽引する若手のリーダーへ ～

３ 九州農政局長賞

市町村名 応募者氏名 タイトル 部門

（団体名）

大分県国東市 大分県立 地域の特性を生かした持続可能 ＧＡＰ

国東高等学校 な農業生産工程管理の農業人材

の育成

鹿児島県指宿市 大吉農園 GAP 実践で更なる経営発展を目 ＧＡＰ

指す！ ～ いぶすき発 大吉農

園のブランディング ～

福岡県赤村 株式会社 有機農業でたのしい未来を紡ぐ 有機農業・環境

鳥越ネットワーク 保全型農業









大分県立国東高等学校 

 取組の紹介  

HP・SNS 等 

氏 名：大分県立国東高等学校 

所在地：大分県国東市 

認 証：ＪＧＡＰ 

応募区分：人材育成の部 

面  積：1.76ha 

構 成 員：12 人 

栽培品目：トマト、メロン、ナシ 

     温州ミカン等 

七島藺の試験栽培

ＧＡＰの取組等ＰＲ 

九州農政局長賞 

ＧＡＰ部門 

○ ＧＡＰ手法を用いた農業経営を行う外

部講師を多数招き学習を積み重ねた結果、

九州の高校では初となる、ＪＧＡＰ認証 

を取得。 

（JGAP：平成 24 年１月取得） 

○ 環境保全型対策として、国内の唯一の産

地である「七島藺（しっとうい）」の試験栽

培等を通じ、森林管理や水管理を活用した

古くからの循環型農業の承継に取組んで

いる。 

○ トマト及ぶメロンの水耕栽培に、ＧＡＰ

手法に基づいた養液に海水を加えながら、

養液管理を行うことで、高糖度・高リコピ

ントマト及び高糖度メロンの生産を実現

し、高品質及びＧＡＰ認証品としてブラン

ド化（国高海のトマト・国高海のメロン）

に成功。 

○ 大分県の農業系高校におけるリーディ

ング校として他校にも、情報提供を行い、 

 他校においてもＪＧＡＰの手法を用いた

教育実践に貢献。 

HP・SNS 等 

http://kou.oita-ed.jp/kunisaki/

「国高海のメロン」・「国高海のトマト」



大 吉 農 園 

 取組の紹介  

HP・SNS 等 

氏 名：大吉農園 

所在地：鹿児島県指宿市 

認 証：ＪＧＡＰ 

応募区分：個別経営の部 

面  積：25ha 

構 成 員：－ 

栽培品目：キャベツ、ケール 

     芽キャベツ、枝豆等 

大吉農園 

マルシェに出店 

九州農政局長賞 

ＧＡＰ部門 

○ 農産物のブランディングに取組みたい

消費者へ安全でおいしく、栄養価の高い作

物を提供したいとの想いから、ＪＧＡＰを

取得。（H28） 

○  ＪＧＡＰ認証取得により高品質な農産

物の生産が出来、自社農園のブランド化

により新たな販路開拓（２→６）及び経営

面積が２５％増加。  

○ 月に１回は従業員とのミーティングを

行い、安全に作業が行う為のリスク箇所の

点検や情報の共有化で労働者のケガをし

ないルール化に成功。 

○ ＩＣＴを活用した記帳システムの導入

を導入し、生産履歴記帳に係る負担を軽減

や記帳による農薬等の在庫管理の徹底に

より、ＪＧＡＰ取得前に比べ１５％削減。 

○ 県内の農業大学校等において生徒に講

演を行い、ＧＡＰの意義や重要性の普及啓

発を実施。 

整理整頓で作業効率ＵＰ



株式会社鳥越ネットワーク 

 取組の紹介  

HP・SNS 等 

http://tsuchinobunka.jp/ 

消費者との交流

九州農政局長賞 

【効率的な生産に向けた取組】 

○ 施設栽培における環境制御装置の導入、

企業との連携による生産管理システム開

発等、先進的なスマート農業に取り組む。 

また、近隣の有機農業者と肥料等の生産資

材の共同購入や農業機械を共同利用する

ことで、コスト低減を図っている。 

【販路の確保に向けた取組】 

○ 有機農産物のトマトを原料とした加工

食品（トマトケチャップ、ジャム、ピュー

レ）を開発・製造し、自社のＨＰ等を活用

したネット販売を実施。 

【地域内外で連携した安定出荷の取組】 

○ 九州の１７産地と提携し、出荷資材等の

共同購入、農産物の共同輸送を行うこと

で、コスト低減とともに有機農産物のロッ

ト確保を実施。 

【地域内外への波及に向けた取組】 

○ 生協組合員を対象とした虫見会や収穫

など、農作業イベントを年に２回開催。ま

た、小学校での出前事業等を実施し、有機

農業への理解促進を図っている。 

 HP・SNS 等 

https://www.torigoe-network.com/ 

有機トマト加工品 

有機農業・環境 

保全型農業部門

氏 名：株式会社鳥越ネットワーク 

所在地：福岡県赤村 

応募区分：個人経営の部 

面  積：2.65ha 

栽培品目：水稲、トマト、 

     ミニトマト、セロリ 

鳥越ネットワーク


